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市役所の代表電話番号は　�０４２４－６４－１３１１です

２ 環境にやさしく美しいまち
 事 業 概 要  平成１４年度

事 業 費 　 事 業 名　

道路の整備に合わせポケットパーク（まちかど庭園）
の整備を進めるとともに、既存の公園に水飲み場を
設置します。平成１４年度は、水飲み場を５か所設置
します。

８０９万円公園広場の整備

（通称）東大原子核研究所跡地を新市の拠点となる
総合公園として整備します。平成１４年度は、用地取
得および実施設計等を行います。

３３億５,１４５万円（仮称）合併記
念公園の整備

環境基本条例の制定とともに、環境施策を総合的か
つ計画的に進めるための指針となる環境基本計画を
策定します。平成１４年度は、環境審議会を設置し、
環境基本計画の検討を進めます。

９２４万円環 境 基 本 計 画
の 策 定　 　 　

貴重な有効資源の活用を目指し、市民参加によるリ
サイクルの啓発活動およびリサイクル運動等を行う
拠点として、リサイクルプラザを建設します。平成１４
年度は、未買収用地の先行取得を行います。

１,３６７万円リ サ イ ク ル
プ ラ ザ の 建 設

５　さまざまな産業が育つまち
　 事 業 概 要　平 成１４年 度

事 業 費　 事 業 名　

広域商業診断調査や商店街の新たな販売促
進活動事業を支援するためのホームページ
の開設等の実績を踏まえ、これらをさらに
発展的に展開できるよう、商工会や各商店
街と連携を取りながら、起業家支援相談窓
口の開設、商店街マップの作成やホームペ
ージの充実・拡充を図ります。

２,４３４万円地 域 産 業 の 育 成

市民１人当たりの内訳
　一般会計歳入予算のうち、市税２７３億６,０３８万円を平成１４年３月１日現在の
人口１８万１,２４７人で算出すると、市民１人当たりの市税は１５万９５６円です。
　また、一般会計歳出予算額５９８億５,７００万円を同様に算出すると、市民１
人当たりの支出額は３３万２５１円です。これを目的別に分類すると下図のよ
うになります。

衛 生 費
ごみ収集、リサ
イクルや市民
の健康のため
に
2万5,658円

土 木 費
道路や公園の
整備など住環
境を整備する
ために
6万1,819円

民 生 費
子どもやお年
寄り、体の不自
由な方などの
福祉のために

10万5,919円

教 育 費
学校、公民館、
体育施設など
の整備や教育
の振興に
4万9,988円

総 務 費
行政の運営や
市税の賦課・徴
収、市報発行な
どのために
4万5,421円

市の借入金返
済のために

公 債 費

2万585円

消 防 費
火災や台風
への防災活
動のために

1万3,998

議 会 費
市議会の
運営のた
めに

3,470

商 工 費

2,178円

商工業の振
興、消費者
の保護のた
めに

その他

　６　市民が参加する活力あるまち
 事 業 概 要  平 成１４年 度

事 業 費 事 業 名  

福祉分野や文化活動などの市民の非営利活
動をいっそう促進していくため、ＮＰＯと
の協働のあり方の検討や、事務環境の整備
などの支援について、余剰公共施設の有効
活用を含めて検討します。

　  １５７万円
非 営 利 活 動 団 体
（ Ｎ Ｐ Ｏ ）等 と の
協 働 お よ び 支 援

高度な情報通信技術を最大限に活用し、公
共施設予約システム、図書予約システム、
各種証明書等自動交付機の設置、ホームペ
ージの充実等の整備を進め、地域情報化の
推進を図ることにより、市民サービスの向
上に努めます。

地域情報化の推進

   ９５６万円ホ ー ム ペ ー ジ
の 運 営　 　 　

１億４,６１５万円住民情報システム
の整備　　　　    

１億１,５８７万円地域情報システム
の整備　　　       

 １億 １９８万円内部情報システム
の整備　　　　　

 １,７０７万円文書管理システム
の整備　　　　　

  ５,４３９万円図書館システムの
整備   　　　　   

積極的な啓発活動等を推進するとともに、
男女平等の参画に関する諸課題に対し、計
画に基づき組織的な連携をもって実施でき
るよう、男女平等参画推進計画を策定しま
す。

    １,３２５万円男 女 平 等 の 推 進

女性の自立に向けての資料コーナーや相談
室、カウンセラーの配置、講座のできる会
議室などを備えた女性センターの設置につ
いて検討します。平成１４年度は、先行的に
女性相談事業を開始します。

 １,５３８万円女性センターの整備
について検討　　　

平成１４年度は、（仮称）上向台地区会館およ
び（仮称）東伏見コミュニティーセンターの
建設工事を行います。

７,６７７万円（仮称）上向台地区
会館の建設　　　

２億４,０３８万円
（仮称）東伏見コミュ
ニ テ ィ セ ン タ ー
の 建 設　 　 　 　

４ 安全で快適なまち
 事 業 概 要  平 成１４年 度

事 業 費 事 業 名  

保谷駅へのアクセス道路（保３・４・１２号
線）を整備し、通勤通学の利便性を図ると
ともに、商業の活性化、地域環境の向上を
図ります。

１１億７,２３１万円都 市 計 画 道 路
の 整 備　 　 　

平成１４年度は、市道た第７７号線の拡幅に伴
う用地取得を行います。２億４,２３１万円市 道 の 整 備

平成１４年度は、平成１３年度に運行を開始し
た４路線の乗車人員の増加と商店街の誘客
を進めます。

１億２,８７１万円コミュニティバス
（はなバス）の運行

ひばりヶ丘駅周辺地域の総合的な整備を中
長期的に推進していきます。このため、駅
周辺の整備計画を策定し、にぎわいとゆと
りのあるまちづくりを進めます。

６６６万円ひばりヶ丘駅周辺
まちづくりの推進

平成１４年度は、事業認可に向けた手続きお
よび施設建築物、交通広場等の実施設計を
行います。

２億 ４７０万円保谷駅南口地区市街
地 再 開 発 事 業

当面、新庁舎を建設することなく、現在の田
無庁舎、保谷庁舎を有効活用する方針に基
づき、庁舎の改修、敷地内およびその周辺の
整備、緑化などにより市民サービスの向上
を図ります。

 ２億６,２４７万円田 無 庁 舎 ・ 敷 地
整 備 事 業　 　 　

２,１９８万円保 谷 庁 舎 ・ 敷 地
整 備 事 業　 　 　

地震災害の予防ならびに応急対策および復
旧・復興対策を講じ、市民の生命・財産を
災害から保護するため、市の特徴を反映し
た計画となる地域防災計画を策定します。

３,２３９万円地 域 防 災 計 画 等
の 策 定　 　 　 　

防火貯水槽の設置を計画的に進めます。平
成１４年度は、１００トンを１基、６０トン１基を
設置します。

２,５７５万円防火貯水槽の設置

備蓄倉庫の計画的な設置を図ることによ
り、災害時における迅速かつ円滑な救援体
制を確立します。

３,４２３万円緊 急 物 資 の 充 実

平成１４年度は、平成１３年度に完了した地域
防災無線の増設工事を受け、保守管理を進
めていきます。

１,０００万円地 域 防 災 無 線
の 増 設 工 事　

市民の余暇や生涯学習に対する需要に応え
るため、立地条件等も勘案しながら老朽化
した西東京市体育館の建替えを行います。
平成１４年度は、地盤調査ならびに基本設計
を行います。

８６０万円西 東 京 市 体 育 館
の 建 替　 　 　 　

３ 若者を育てるまち
　 事 業 概 要　平 成１４年 度

事 業 費　 事 業 名　

建築から一定年数を経過し、老朽化した校舎、体
育館について、改築、改修を推進して良質な教育
環境を確保するとともに、災害時の避難場所とし
ての機能を保持します。

小 ・ 中 学 校
の 施 設 整 備

平成１４年度は、保谷小、泉小の実施設計および保
谷第一小、東伏見小、東小の大規模改造工事を行
います。

２億４,７００万円小 学 校 体 育 館
大規模改造事業

平成１４年度は、柳沢中の大規模改造工事を行いま
す。８,０５０万円中 学 校 体 育 館

大規模改造事業
平成１４年度は、柳沢小、上向台小の実施設計および
芝久保小、谷戸第二小の耐震補強工事を行います。１億９,０９７万円小 学 校 耐 震

補 強 事 業　
平成１４年度は、田無第二中、田無第三中の耐震補
強基本設計を行います。１３２万円中 学 校 耐 震

補 強 事 業　
平成１４年度は、学校、ＰＴＡ、地域の住民等によ
り構成される協議会を設置し、建替えに向けた検
討を進めます。

１４万円青 嵐 中 学 校
校 舎 建 替　

西原小学校と西原第二小学校を統合し、新校を建
設することにより、良質な教育環境を確保します。
平成１４年度は、新校建設工事を行います。

２４億３,８７０万円西原地区小学校
統合事業　　　

小学校の通常学級に在籍する心身に軽度な障害の
ある児童に対して、心身の障害を改善することを
目的として、通級学級を開設します。平成１４年度
は、保谷小に言語障害の通級学級を開設します。

８５０万円通級学級の開設

平成１４年度は、４校について給食室改修工事なら
びに食器購入を行い、建替工事の始まるけやき小
学校を除き、すべて完了します。

１億２,７９０万円小 学 校 給 食
の 食 器 改 善

家庭の事情により学校へ弁当を持参することがで
きない生徒への対応として、当面、試行的に学校
で弁当を注文することができる方式を実施しま
す。平成１４年度は、２校で試行します。

１,５４７万円中学校給食の導入
に向け検討　　　

子どもたちを取り巻く様々な問題の解決および予
防のため、学校教育相談の体制や教育相談等の充
実を図る一方、子育て支援等関係機関との連携も
図りながら、相談機能の充実を進めます。平成１４
年度は、地域における「心育て」機能の充実を図
るため、ピア・カウンセラーの養成を進めます。

１７７万円教 育 相 談 機 能
の 充 実　 　 　

特色ある学校づくりを推進するため、外部講師な
ど地域の人材の把握に努めるとともに、その人材
の活用を図るほか、高度情報化社会に対応できる
よう人材および環境整備を進めます。

４,９６２万円特 色 あ る 教 育
の 実 現　 　 　

農林費、
労働費な
ど

1,215円


